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か
つ

て
、

真
言
声
明
に

は
、

本
相

応
院

流
、

新
相
応

院
流

、

醍
醐
流

、

進
流
（

大
進
上

人

流）

が

あ
っ

た

が
、

進

流
以

外
の

流
は

現
在
ま
で

伝
え
ら

れ

る

こ

と

は

な
か
っ

た
。

進
流
は

鎌
倉
期
に

大
和
中

川
か
ら

高
野
山

（

南
山）

に

本

拠
を

移
し

、

以

後
、

南
山

進
流
と

し
て

今
日

ま
で

伝
わ
っ

て

い

る
。

　
本
稿
で

比

較
の

対
象
と

し
て
い

る

の

は
、

そ

う
い

っ

た

古
の

流
派
に
つ

い

て

で

は
な

く
、

今
日
伝

承
さ
れ
て
い

る

真
言
声
明

、

つ

ま

り
、

高
野

山
及
び

古
義
一

般
に

伝
わ

る

南
山
進

流
の

声
明
、

智
積
院
（

智
山
）

に

伝
わ
る

声
明

、

長
谷
寺
（

曲
豆

山）

に

伝

わ

る

声
明
の

三
つ

で

あ
る

。

そ
の

中
で

も

「

四

智
梵
語
」

に
関
し
て

、

そ
れ

ぞ
れ

の

唱

法
に

関

す
る
こ

と

に

つ

い

て

比

較
検
討

を

試
み

る
。

一

、

比

較
の

方
法

真
言
声
明
で

は
、

古

来
、

各
山
と

も
に

『

魚
山

私

鈔
』

或
い

は

『

魚
山
蛋
芥
集
』

（

以

下

『

魚
山
』

）
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の

教

則
本
を

用
い

て

き
た

。

と
こ

ろ

が
、

長
い

年
月

、

そ

れ

ぞ

れ

が

そ
れ

ぞ

れ

の

場
所
で

伝
承
さ

れ
る

問

に
、

実

際

の

演

唱

に

少
し

ず
つ

違
い

が

出

て

き
て

し
ま

い
、

現

在
で

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
剛

は
、

上

記
の

諸
山
の

声
明
は

、

微
妙
に

あ
る

い

は

大
き
く

異
な

る

も
の

に

変
化
し
て

し

ま
っ

て

い

る
。

そ

の

為
、

現

在
で

は

実
際
に

声
明
を

唱
え

る

際
に

従
来
の

『

魚
山
』

を

用
い

る

こ

と

は

ほ

と
ん

ど

な

く
、

諸
山
と

も

そ
れ

ぞ
れ
に

工

夫
を
凝

ら
し

た

比

較

的
新
し

い

教

則
本
を

用
い

る

こ

と

が

多
い

。

そ
の

類
の

本
も
い

く
つ

も
出

て

い

る

が
、

南
山

に

は

『

南
山

進
流

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
↓

聲
明

類
聚

附
伽
陀
』

、

智
山
に

は

『

智
山

法
要
次
第
』

、

豊

山
に
は

『

仮

博
士

所
作
付

二

箇
法
要
法
則
』

等
が

代
表
的
で

あ
る

。

　

こ

れ
ら

の

本
に

共
通
し
て
い

え
る

こ

と

は
、

「

仮
譜
」

が

記

載
さ
れ
て
い

る

点
で

あ
る

。

し
か

し
こ

の

「

仮
譜
」

は

諸
山
の

唱

法
に

基
づ

い

て
、

そ
れ

ぞ
れ
に

と
っ

て

分
か
り

易
い

よ

う
に

造
ら

れ

た

も
の

で

あ
る

た
め

、

そ
の

書
き
方

、

規
則

等
は

＝
疋

で

は

な
い

。

ま
た

、

必

ず
し

も

実
際
の

音
を

忠
実
に

再

現
し
て
い

る

も
の

で

も

な
い

の

で
、

単

純
に

仮
譜
だ

け
で

比

較
す
る

こ

と

は

で

き
な
い

。

そ
こ

で

今
回
は

、

先
ず

、

あ
る

＝
疋

の

記
譜
法
に

て

各
師
の

演
唱
を

採
譜
す
る
こ

と

に

し
た

。

　

現
在
で

は
、

各
師
の

演

唱
を
CD

や
カ

セ

ッ

ト

テ

ー

プ
な

ど

の

形
で

聴

く
こ

と
が

で

き
る

。

実

際
に

そ
れ

を

聴
い

て
、

演
唱

音
を

採
譜
し
た

上

で

比
較
・

考
察
を

加
え

る
。

　

こ

こ

で

用
い

る

記
譜
法
と
は

、

現

在
の

真
言

声
明
の

譜
で

伝
統
的
に

使
わ

れ

て
い

る
五

音
譜
（

五

音
博
士
）

を

基
本
と

し
て

、

五

音
だ

け
で

な

く
十
二

音
の

す
べ

て

を

表

現
で

き
る

よ

う
に

工

夫
し
た

も
の

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

右
の

音
階

表
（

図
1
）

に

則
っ

て
、

音
の

高
さ

（

音
程
）

を

記
譜
す
る

わ

け
で

あ
る

。

　
こ

の

記

譜
法
は

絶
対

音
を

表
す
も
の

で

は

な
い

。

あ

く
ま
で

も

声
明
の

階

名
で

あ
る

宮
・

商
・

角
・

徴
・

羽
に

基
づ

き
、

そ

れ

を

図
に

表
す
の

で

あ
る

。

絶
対
音
を

表

す
た

め

に

は
、

曲
を

唱
え
た

時
の

調
子
を

記
せ

ば
よ

い

が
、

各
師
と

も

曲
の

は

じ

め

宮 ！
変宮 ！

嬰羽 邑
羽 よ
変羽 旦
徴 丶、

変徴 丶

角
一 〇

呂角 口

嬰商 ！ 賦

商 ノ

変商 ／ 冒
宮 7
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か

ら

最
後
ま
で

同
じ

調
子
で

唱
え
て

い

る

こ

と

は

希
で

、

曲
の

途
中
で

次

第
に

ず
れ

て
、

最
終
的
に

半

音
（

一

律
）

程
度
上

下

す
る
こ

と

が

多
い

た

め
、

今
回
の

採
譜
で

は

絶
対
音
に
つ

い

て

は

重

き
を

置
か
な
い

。

　

た

と

え

曲
の

始
め

の

方
の

商
の

音
と

最

後
の

方
の

商
の

音
が

半
音

、

あ
る
い

は

そ

れ
以
上

ず
れ

て
い

た

と

し
て

も
、

曲
の

流

れ

の

中
で

、

そ
の

音
が

商
で

あ
る

と

判
断
で

き
れ
ば

、

同
じ

博
士
で

記

す
。

こ

れ
に

よ
っ

て
、

師
に

よ
っ

て

出

音
の

音
程
（

す

な
わ

ち

調
子
）

が

ま

ち
ま

ち
で

あ
る

こ

と
に

起
因
す
る

比

較
の

し
づ

ら

さ
を
も

解
消
で

き
る

の

で

あ
る

。

　

ま

た
、

音
の

長
さ
（

音
価
）

に
つ

い

て

は

あ
る

程
度
博
士

の

長
さ

に

反

映
さ
せ

て
い

る
つ

も

り
で

あ
る
が
、

そ
も

そ
も

拍
節

を

持
た

な
い

曲
で

あ
る

た

め
、

必
ず
し

も
正

確
で

は

な
い

こ

と

を
お

断
り
さ

せ

て

い

た

だ

く
。

　

な
お

岩
原

諦
信

師
は

、

声
明
に

使
用
さ

れ
る

音
は

、

宮
・

商
・

角
・

徴
・

羽
・

変
徴
・

変
宮
・

嬰
羽
・

嬰
商
の

九

種
と

限

定

　

　

　
　
（
2）

さ
れ

て

い

る
が

、

実
際
問
題
と

し

て

そ
れ

以

外
の

音
も

使
わ
れ

て

い

る

の

で
、

こ

こ

で

は

敢
え
て

、

変
商
．

呂
角
．

変
羽
の

三

つ

を

加
え
て

十
二

種
と
し

て

い

る
。

　

実
際
に

採
譜
し
た

も
の

は

次
の

各
師
の

演

唱
で

あ
る

。

　

南
山
進
流

　

　

鈴
木
智
辨

師
（

一

八

七

四

ー
一

九

六
七
）

、

岩
原

諦
信
師
（

一

八

八

三

ー
一

九
六

五
）

、

児
玉

雪
玄

師
（
一

八

九

三

ー
一

九
六

　

　

五
）

、

玉

島
宥
雅

師
、

加
藤
宥
雄
師

、

稲
葉
義
猛
師

　

智
山

　

　

瑜
伽
教
如
師
（

一

八

四
七

ー
一

九
二

八
）

、

青
柳
照
運

師、

布
施

浄
戒
師
（

一

九
〇
一

ー
一

九

七
一
）

、

　

　

孤
島
了
章
師
（

一

九

〇
七

ー
一

九

八

八
V

　

豊
山

　

　

青

木
融
光

師
（

一

八

九
一

ー
一

九

八

五
）

、

秋
山
秀
典
師
（

i
一

九

五

九）
、

中

義
乗
師
（

一

八

九
二

〜
一

九

七
七
）

、

295
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高
橋
宥
順

師
（

一

九
〇

四
ー
一

九
九
二
）

、

権
田
快
寿
師
（

一

九
〇

七

〜
一

九

八

六
）

、

中

賢
乗

師
く

一

九
一

九

〜
）

、

石
井
爨

已
師
（

一

九
二

三

ー
）

阿
部
快
元
師
（

一

九
｝

○
〜
一

九

九
二
）

、

　

本
稿
で

は
、

こ

れ

ら

す
べ

て

の

採
譜

し
た

も
の

の

中
か

ら
、

必

要
な

部
分
の

み

を

抜

粋
し
た

図
を

稿
末
に

掲
載
す
る

。

な
お

図
中
に

現
れ

る

伝

統
的
な
仮

譜
（

仮
博
士
V

は

そ
れ

ぞ

れ
、

『

南
山

進
流
　
聲
明
類

聚
　
附
伽
陀
』

（

南
山
進
流

、

以
下

『

類
聚
』

V

、

『

智
山

法
要
次

第
』

ハ

智
山

、

以
下

『

法

要
次

第
隠

）
、

『

仮

博
士
所

作
付

　
二

箇
法
要

法
則
繍

（

豊
山
、

以
下

『

二

篋
法
則
』
）

か
ら

、

抜
粋
し
た

も
の

で

あ
る

。

296
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二
、

智
山
と

豊
山
の

比
較

　
全
体
を
通
し

て
、

基
本
的

な
音
の

動
き
は

ほ
ぼ

同
じ
で

あ
る
が

、

細
か

な
装
飾
の

方
法
が
異
な
る

。

以
下

、

特
筆
す
べ

き
と

思

わ

れ
る

も
の

を

列

挙
す
る

。

な
お

、

智
山
と

豊
山
の

唱

法
は

実
は

交
錯
し
て
い

る
。

つ

ま

り
曲
豆

山
の

師
で

も
、

智
山
の

諸
師
と

同

じ

唱
法
を

環
い

て

い

る

部
分
も
あ

り
、

必

ず
し

も
明

確
に

智
山
／

豊
山
と

線
を

引
く
こ

と
は

で

き
な
い

。

こ

れ

は
、

か
つ

て

は

今

よ

り
も

ず
っ

と

多
く

智
豊
両

山
の

諸

師
の

間
に

交
流

、

あ
る
い

は

師
弟
関
係
が

あ
っ

た
こ

と
に

由
縁
す
る

も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

「

庵
」

（

図
2
参
照
）

　
智
山
諸

師
は

概
ね

図
2
の

A
の

唱

法
を
用
い

て

い

る
。

「

当
ル
」

部
分
で

、

少
々

音
が

跳
ね
上

が
る

。

尚
、

始
め

の

＃

の

様
な

記
号
は

、

音
程
が
は
っ

き
り
し
な

い

ほ

ど

低
い

音
か

ら
、

次
第
に

高
く
し
て

い

く
こ

と
を

示
す

記
号
で

あ
る

。
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B
は

豊
山
の

数
名
の

師
に

見
ら
れ
る

。

『

法
要
次

第
』

の

「

当
ル
」

や
、

『

二

箇
法
則
』

の

「

切
心
」

に

当
た

る

も
の

が

な
い

。

B
に

似
て
い

る

が

「

切
心
」

の

部
分
を

弱
く

（

音
量
を
小
さ

く
）

唱
え
る

師
（

豊
山
）

も
あ
る

。

　

C
も

豊
山
に

見
ら

れ
る
も
の

で
、

よ

り
本

博
士
の

博
士
の

動
き

（

商
ー
角
−
商
）

に

近
い

も
の

と
い

え
る

。

　
「

庵
」

の

字
に
つ

い

て

は
、

も
っ

と

も
唱
え

方
の

バ

リ
エ

ー

シ
ョ

ン

が

多
い

も
の

の
一

つ

で

あ
ろ

う
。

細
か
い

点
を

述
べ

れ
ば

、

智
山

諸
師

も
曲
豆

山
諸

師
も

す
べ

て

唱

法
が

異
な
る

と

い

っ

て

も
よ
い

ほ

ど
で

あ
る

。

そ
れ

で

も
、

南
山

進
流

と
比

較
し
て

み

れ

ば
、

概
ね
ど

の

師
も

似
た
よ

う
な
唱

え
方
を

し
て
い

る

こ

と

が
わ

か
る

。

つ

ま

り
、

低
音
か

ら

す
く
い

上

げ
る

よ

う
に

発
音
す

る
点

、

「

ム
」

の

仮
名
に

合
っ

た

後、

も

う
一

度
下
か
ら

す
く
い

上
げ
る

点
な
ど

は

共
通
で

あ
る

。

　

な
お

図

中
に

「

瑜

伽
師
」

と

記
さ
れ

て

い

る

博
士

は

も

ち
ろ

ん

瑜

伽
教

如
師
の

も
の

で

あ
る

。

こ

れ

は

他
の

ABC

の

唱
法

と
は

著
し

く
異
な
っ

て

い

る

が
、

こ

れ
に
つ

い

て

は

後
述

す
る

。
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「

ユ

リ
ソ

リ

（

藤
由
V

」

（

図
3
参
照
）

　
こ

れ
も
バ

リ
エ

ー

シ

ョ

ン

が

多
い

も
の

の
一

つ

で

あ
る

が

概
ね

図
3
の

よ

う
に

な

る
。

　

豊
山
で

は
、

商
の

音
で

発
音
し
一

つ

大
き
く

「

ユ

リ
」

を

し
て

切
る

。

信
澄

記
『

聲

明
指
南

抄
』

に

「

但
シ

初
二

片
ユ

ノ

様

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
（
3）

二

一

ツ

ス

ル

ハ

ユ

ノ

取

付
也

。

」

と

あ
る
こ

と

か
ら
、

こ

こ

で

は
こ

れ
を

「

ユ

ノ

取
付
」

と
い

う
こ

と

に

す
る

。

智
山
で

は

「

ユ

ノ

取
付
」

が

な

く
、

つ

ま

り
切
ら

ず
に
一

息
で

唱
え
る

。

ち
な
み

に
南
山
で

は

豊
山
と

同
様
に
一

度
切
る

。

『

類

聚
』

に

は

「

ユ

リ

カ

ケ
ニ

テ

切
」

と
い

う
。

　

図
中
の

博
士
の

形
の

違
い

は
ユ

リ
の

付
け
方
の

違
い

を

示
し
て

い

る
。

『

法
要

次
第
』

に

「

大
ユ

三

小
ユ

四
」

と

明
示
さ

れ
て

い

る

通

り
の

差

異
が

あ
る

と

思
わ

れ

る
が

、

必

ず
し

も
、

智
山
と

豊

山
と
の

違
い

と

は

言
え
な

い
。

豊

山
の

中
で

も

智
山
の

諸
　
97

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

2

師
と

同
じ
よ

う
な
ユ

リ

を

唱
え
る

師
が
お

ら

れ
る

。
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蘇
蘖
の

「

蘇
」

お

よ
び

摩
覩
の

「

摩
」

（

図
6
参
照
）

　

智
山
一

商
−
変
商

−
商
と

滑
ら
か

に

唱
え
て

、

引
返

。

　

豊
山
一

嬰
商
−
宮
ー
商
と

滑
ら
か

に

唱
え
て

、

突
返

。

　
『

二

箇
法
則
』

に

「

強
ク

出
ス

故
二

角
ノ

位
マ

デ

ソ

ル
」

と

あ
る

。

曲
豆

山

諸

師
は

角
ま
で

は

あ
が

ら

な
い

が
、

ま
で

音
程
を

あ
げ
て
い

る
。

な
お

、

引
返
と

突
返
に

そ
れ
ほ

ど

著
し
い

違
い

は

見
ら

れ

な
い

。

先
ず
嬰
商
ほ

ど

298
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コ

ニ

ユ

合
」

（
「

曩
」

「

嘖
」
、

図
7
参
照
）

　

智
山
一

仮
名
に

合
っ

て

か

ら
片
ユ

ニ

つ
。

　
曲
豆

山
”

片
ユ

と

片
ユ

の

間
に

仮

名
。

「

諸
ユ
」

（

図
8
参
照
）

　

智
山
一

「

上

が
る
ユ

」

と

「

下
が
る
ユ
」

の

組
み

合
わ
せ

た
も
の

。

　
豊
山
一

「

上

が
る
ユ
」

二

つ

を

組
み

合
わ

せ

た

も
の

。

た
だ
し

、

豊
山
で

も

智
山

諸
師
の

よ

う
に

唱
え
る

伝
え

が

あ
る

。

　
尚

、

こ

の

部
分
は

、

各
山
と

も
に

、

実

唱
音
は

商
の

音
で

始
ま
る

の

が
正

し
い

。

し
か
し

こ

こ

で

は

伝
統
的

仮
譜
と
の

対
比

を
し

易
く
す
る

た
め

に
、

あ

え
て

徴
の

博
士
で

始
め
る

よ

う
な

譜
を

作
成
し
て

い

る
。

「

五

ツ

色
」

（

図
8
参
照
）

　

智
山
の

み

に

あ
る

唱
法
で

、

「

ユ

リ

ソ

リ
」

。

曲

豆

山

に

は

な
い

。

「

夜
」

の

五

ツ

色
の

部
分
は

豊
山
で

は

「

色
」

。

「

羯
」

の

五

ツ

色
の

部
分
は
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縛
日

曜
羯
磨
の

「

囃
」

（

図
8
参
照
）

　

智
山
”

商
か

ら
二

律
（

或
い

は
一

律
）

上
ヘ

ソ

ル
。

　
曲
豆

山
“

角
か

ら
二

律
ソ

ル
。

　

ち
な
み

に
、

南
山
は

反
ら
な
い

。

商
の

音
の

ま

ま
で

あ
る

。

羯
磨
の

「

羯
」

（

図
10
参
照
）

　

智
山
に

は

初
め
の

宮
に

色
が

あ
る

。

　

第
二

の

宮
の

「

ユ

ニ
」

は
、

智

山
で

は

滑
ら

か
で

カ

ド
が

な
い

。

豊
山
で

は

直
線
的
で

カ

ド
が

あ
る

。

　
「

返
シ
」

の

表
現
が

異
な
る

。

智
山
は
商
の

音
程
で

「

五

ツ

色
」

。

豊

山
は

徴
と

角
の

音
程
で

「

ユ

リ

ソ

リ
」

。

　
以
上

智
山
と

豊
山
と
の

相
違
点
を
見
て

き
た

。

細
か
い

事
を

挙
げ
れ

ば

他
に

も
あ
る

が
、

で

あ
る

。

　

　
　
　

三
、

南
山
の

特
徴
と

智
山
・

豊
山
と

の

相
違
点

南
山
の

特
徴
と

、

智
山
・

豊

山
と
の

相
違

点
に

つ

い

て
、

い

く
つ

か

挙
げ
て

み

る
。

o

智
山
・

豊
山
に

比

較
し
て

全
体
的
に

唱
え
る

速
度
が

速
い

。

。

「

律
に

高
下
あ
り

、

呂
に

高
下

な
し

」

「

徴
角
同
」

と

い

う
口

伝
が

あ
る

と

お
り

、

Q

「

ユ

リ

ソ

リ
」

の

初
め

に
、

力
強
く

下
か
ら

す
く
い

上

げ
る

動
き
が

あ
る

。

「

ユ
」

こ

こ

に

挙
げ
た

以

外
は

ほ

ぼ

共
通

音
程
の

変
化
が

少
な
い

。

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
99

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
2

に

も

少
し

強
め

に

下
か
ら

す
く
い

上

げ

N 工工
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る

動
き
が

あ
る

。

（

図
3
参
照
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

oo

O

　
「

ユ

リ

ソ

リ
」

（

図
3）

の

音

程
の

変
化
は

直
線
的
で

速
い

。

智
山
・

豊
山

は

曲

線
的
で

ゆ
っ

た

り
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

3

。

「

ユ
」

は

智
山
・

豊
山
の

も
の

よ

り
も

、

音
の

揺
れ
る

数
が

多
い

。

「

呂
曲
の

ユ

リ
」

は
比

較
的

短
時
間
に
三
つ

程
ゆ

れ

る

　
（

図
5
参
照
）

。

こ

の

複
数
の

ゆ

れ
を
ま

と

め

て

「

一

ユ

」

と

し

て

い

る

の

で

あ
る

。

ま

た

「

ユ

」

の

最
後
で

音
が
上

昇
し

　
た

瞬
間
に

少
し
の

問
を
あ

け
て

次
の

音
を

続
け
る

。

こ

の

部
分
は

智
山
・

豊

山
で

は

「

片
ユ

ニ
」

、

あ
る

い

は

仮
名
に

合
う

　

場
合
は

「

片
三
ユ

合
」

に
な
っ

て
い

る
。

古
来
「

ユ

」

は

現
在
の

南
山
進

流
の

よ

う
に

複
数
の

ゆ

れ

で

あ
っ

た

の

だ

と

考

　
え

ら
れ

る
。

そ

れ
が

智
山
・

豊
山
に

な
っ

て
、

そ
の

ゆ
れ
を
一

つ

一

つ

記
す
よ

う
に

な

り
、

現

在
の

よ

う
な

差

異
が
生

ま

　
れ

た

と

推
測
で

き
る

。

。

途
中
で

仮
名
が

変
わ
る

文
字
に

「

ユ
」

が

あ
る

場
合

、

博
士
の

最
後
で

仮
名
が

変
わ
る

。

智
山
・

曲
豆

山
で

い

う
「

＝

三
合
」

　
の

こ

と

で

あ
る

が
、

図
7
の

仮
名
の

位
置
に

注
目
さ
れ

た
い

。

。

智
山
・
曲
豆

山
で

い

う
「

返
シ
」

に

あ
た

る

部
分
は

、

南
山
で

は

「

モ

ド

リ
」

と

な
っ

て

い

る

（

図

6
参
照
）

。

智
山
・

豊
山

　
で

は

著
し

く

音
量
を

下
げ
て

（

裏

声
で
）

唱
え
る

が
、

そ
の

よ

う
な
傾

向
は

見
ら
れ

な
い

。

「

モ

ド
リ
」

も

前
後
の

音
と

同

　

　

　
　

　

　
　

　
（
4）

　
じ

よ

う
に

唱
え
て
い

る
。

。

同
じ

音
を

続
け
る
と

き
に

、

一

刹
那
の

間
を

置
く
か

（

図
6
南
山
A
）

、

音
程
を

上

げ
る

か

し
て

か
ら

（

図
6
南
山
B

）

次

　
の

音
を
出

す
こ

と
が

多
い

。

音
程
を
上

げ
る
唱

法
は

智
山
・

豊

山
で

い

う
と

こ

ろ

の

「

片
ユ

」

に

聞
こ

え
る

。

o

　
「

夜
」

（

図
8
参
照）

　

　
律
の

部
分
の

徴
に

つ

く

「

ユ
」

は
、

智
山
・

豊

山
で

は

「

諸
ユ

ニ
」

に

な
っ

て
い

る
。

南

山
で

は

「

律
曲
の

ユ

リ
」

と

　
い

っ

て

「

呂
曲
の

ユ

リ
」

と

は

区

別
し

て

い

る
。

い

ず
れ

も
律
の

ユ

リ
の

方
が

音
の

ゆ

れ
る

数
が

増
え
て

い

る

と

い

う
点

　
に
つ

い

て

共
通
し
て

い

る
。

た

だ

し

南
山

で

は

そ
の

増
え

方
が

大
き
く

、

お

よ

そ
七

つ

ほ

ど
に

ま
で

な
る

。

た
だ

し
、

諸

N 工工
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師
に

よ
っ

て

ゆ

れ

の

数
は

異
な
る

。

ま

た

「

徴
角
同
」

の

口

伝
の

通
り

、

徴
と

角
が

同
じ

音
程
で

あ
る

。

角
が

徴

に

引
き

　
上

げ
ら

れ

て

い

る
。

○

　
「

磨
」

（

図
11
参
照
）

　

　
南
山
は

実
際
は

商
の

音
で

唱
え
る

が
、

元

の

譜
が

徴
を

中
心
と

し
て
い

る
の

で
、

図
は

徴
で

作
成
し
た

。

　

　
さ

て

「

徴
角
同
」

の

口

伝
に

よ
っ

て
、

こ

こ

も
す
べ

て

の

譜
を

同
音
で

唱
え
る

。

第
一

の

徴
は

「

呂
曲
の

ユ

リ
」

。

南
山

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
5＞

　

で

は

こ

こ

は

呂
で

あ
る

と
い

う
伝
で

あ
る

。

智
山
・

豊
山
で

は

『

智
山

聲
明
大
典
』

（

以

下

『

大
典
』

）

以

降
の

諸

本
に

律

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
6）

　

と

明

記
さ

れ

て

い

る
。

岩
原

諦
信
師
も
律
で

あ
る

と

の

疑
を

呈

し
て
い

る
。

　

　
な
お

、

第
二

の

徴
に

「

ユ

リ
」

が

な
い

。

智
山

・

豊

山
で

は

「

モ

ロ

ユ

ニ
」

で

あ
る

。

『

明
治
魚
山
』

か
ら

、

第
二

の

徴

　

に

「

ス
」

と

書
か
れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

そ
れ
以

前
の

『

魚
山
』

で

は

「

ユ
」

と

記
さ
れ

て

あ
っ

た
。

（

新
義
版
の

『

魚
山
』

　

で

は

「

ユ

ニ
」

）

四
、

南
山
と

智
山

・

豊
山
の

類
似
点

○

呂
の

部
分
に

お

け
る

角
の

博
士
は

、

各
山
と

も
商
で

唱
え
る

（

「

薩
・

蘗
・

嘱
．

覩
」

図
4
参
照
）

。

○

角
商
角
の

博
士

、

特
に

角
か
ら

商
に

下
が
る

譜
に
つ

い

て

（
「

夜
」

図
8
参
照
）

　
　

智
山
・

豊

山
は

第
一

の

角
の

音
に

イ
ロ

を
つ

け
て

最
終
的

に

徴
の

高
さ
ま
で

上

げ
て

か
ら

、

商
に

下

げ
る

。

南
山
は

、

　
第
一

の

角
の

音
を

始
め
か

ら

徴
の

音
で

出
し

商
に

下
げ
る

。

い

ず
れ

も
角
か
ら

商
で

は
な

く
、

徴
か

ら
商
に

下
げ
て

い

る
。

　
　
こ

れ

は

角
か
ら

商
に

下

げ
る
こ

と
、

つ

ま

り
、

角
か

ら
一

立
目

半
（
三

律
V

下

げ
る

と
い

う
の

が
難
し
い

た
め

に

起
こ

っ

た

　
01

　
現
象
で

あ
る

。

徴
に

あ
げ
て

し

ま
え

ば
、

完
全
四

度
（

五

律
）

下

げ
れ
ば

商
の

音
に

な
る

。

こ

れ
な

ら
ば

自
然
に

下

げ
ら

　
3
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れ

る
。

こ

の

よ

う
な
こ

と

か

ら

南
山
で

は

「

徴
角
同
」

と
い

う
口

伝
が
生

ま

れ
、

智
山
・

豊
山
で

は

角
に

色
を
つ

け
る

よ

　
う
に

な
っ

た
。

と

も
に

同
じ
よ

う
な

手
法
を

も
っ

て

唱
え

難
さ
を

解

消
し
て

い

る

と
い

え
る

。

o

「

羯
」

字
に
つ

い

て

　
　

　

　
　

　

　
　
（
7＞

　
　
潮
弘
憲

師
に
よ
れ

ば
、

南
山
で

は

伝
は
二

つ
。

（

図
10
、

南
山
A

、

南
山

B
）

　
　
し

か
し

、

も

う
一

つ
、

ど

ち
ら
に

も

当
て

は

ま
ら

な
い

唱
法
が

み

ら
れ

た

（

図
10

、

南
山
A
）

。

こ

れ
は
A
の

唱

法
の

打

　
ち
付

け
の

後
を

、

宮
に

下

げ

ず
に

前
と

同
じ

音
高
（

商
）

の

ま

ま
唱
え
た

こ

と

か

ら
、

多
少
の

変
化
が

起
こ

っ

た
も
の

と

　
考
え
ら

れ

る
。

　
　
B
の

唱
法
は

新
義
の

も
の

に

よ

く
似
て

い

る
。

打
ち

付
け
の

後
に

、

初
重
の

羽
に

下

げ
る
た

め

聴
い

た

印
象
は

異
な
る

　
が

、

こ

れ

は

「

ユ
」

の

表
現
方
法
が

違

う
た

め

で

あ
る

。

「

ユ
」

を

比
較
の

対
象
に

入
れ

な

け
れ

ば
、

全
体
的
な

旋
律
は

ほ

　
ぼ

同

じ

も
の

と
み

な

す
事
が
で

き
る

。

302

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

五
、

全
体
的

な
旋
律
の

流

れ
の

比

較

　

次
に

、

全
体
的
な

旋
律
の

流
れ

を

比

較
し

て

み

た
い

。

次
頁
の

旋
律
骨
格
図
は

、

旋
律
の

細
か

な
修
飾
を
で

き
る
限

り
省

略

し
て

、

音
の

骨
格
の

み

を

残
し
た

博
士
を

書
い

た

も
の

で

あ
る

。

そ

う
す
る
こ

と
で

、

全
体
的
な

旋
律
の

流
れ
が

見
え
て

く
る

。

図
の

見
方
は
一

行
ご

と

に
、

右
か

ら
、

漢
字
の

詞
章

、

本
博
士

、

南
山
の

譜
、

智
山
・

豊

山
の

譜
の

順
で

あ
る

。

智
山
と

豊
山

の

骨
格
は

ま
っ

た

く
同
じ
で

あ
る

た
め
一

つ

に

ま
と

め
た

。

　

図
を
見
る

と
、

諸
山
と

も
前
半
部
分
は
全

く

同
じ
で

あ
る
こ

と
が

わ
か

る
。

細
か
い

点
で

は

既
に

述
べ

た
よ

う
な
違
い

が

あ

る

が
、

骨
格
は

同
じ

な
の

で

あ
る

。

第
三

行
目
の

「

達
」

、

つ

ま
り

呂
か

ら

律
に

変
わ

る
と
こ

ろ

辺
り
か

ら
よ

う
や

く
違
い

が

出
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， 讐 ， 試 箏1。覽 鞠 ，賀 彎1ノ 養
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ノ ） ・ 舜 、 〃 ・轉 ・ 〃 ・轉 ・ 〃 囀

メ〜 す 蠅 ・ 〃 ’ い 〃 ・ い ” ！ P

L ノ 八 磨 ・ 〃 蹕 ・ 〃 鑼 ・ 〃 蹕

へ

が

ノ

ぐノ＾ 迦 ） 8 ・ ＃
・ 〃 螺 ・ 〃 魅 一養

P 噂 じ 引 麼 、 〃
・

’1・・一 、 〃 亭

丈 ノ 鱗 ・ 〃 賦 ・ 〃 ’i ・ 〃 囀
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

q
・一 ？ 囀 へ ζA t，．

丶 ノノ傭 丶 ノ〃 蘓

　　　　ぺ r響
） ん 槻 ・ ” 糠

　　　　 八 ノ 囀 ） ノ ・ ・Pt ） ノ 蹕

　 　 　 　 　 　 『四智梵語』旋律骨格図

て

く
る

。

　

南
山

進
流
が

三

行
目

「

麼
」

以

降
も
商
の

音
を

基
本

に

し

て

い

る
こ

と

が

理
解
で

き
る

。

ほ

と

ん

ど
は

商
の

音
で

あ
り

、

「

羯
」

字
以

外
は

、

一

時
的
に

別
の

音
が

で

て

く
る

だ

け
で

あ
る

。

　

智
山
・

豊
山
に
つ

い

て

は

少
し

く
説
明
を

加
え

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

。

智

山
・

豊
山

の

実

際
の

旋
律
で

は

「

麼
」

以

前
の

商
の

博
士
と

、

そ
れ

以

降
の

徴
の

博
士

を

同
じ

音
程
で

唱
え
て

い

る
。

そ
れ
で

も

音
の

性
格
は

「

徴
」

と

し
て

旋

律
が

成
り
立
っ

て

い

る

が
、

実
音
に

忠

実
に

博
士
を

書
い

て

し
ま

う
と

、

こ

の

図
の

よ

う
に

非
常
に

見
づ

ら
い

も
の

に

な
っ

て

し

ま

う
。

そ
こ

で
、

智
山
・

豊
山
の

博
士
を
そ
の

ま

ま
、

全

体
的
に

完
全

四

度
上

げ
た

譜
、

つ

ま
り

、

右
に

90
度
回
転
さ
せ

た

譜
を

参
考
と

し
て

そ
の

左
に

書
い

て

お
い

た
。

実
は

智
山
．

豊
山
の

演
唱
は

始
め

か
ら

徴
で

発
音
し
て
い

る

と

解
釈

し
た

方
が

理
解
し
や

す
い

。

　

こ

の

参
考
図
に
よ
っ

て

解
釈
を
加
え
る

と
、

ま

ず、

　

03

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

3

智
山
・

豊
山
の

「

麼
」

以

降
の

旋
律
は

、

南
山

進
流
に

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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較
べ

て

音
の

動

き
が

豊
富
で

あ
る

こ

と

が

言
え
る

。

近
い

も
の

と

な
っ

て
い

る

の

が

判
る

で

あ
ろ

う
。

ま
た

、

角
の

音
を
し
っ

か

り
と

唱
え
て

い

る

た

め
、

本
博
士
の

形
に

よ

り

六
、

呂
律
の

問
題
に
つ

い

て
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（
8）

　

各
由
と

も
「

麼
」

以
下

「

那
」

の

角
ま

で

は

律
、

「

那
」

の

商
か

ら

再
び

呂
と

指
定
さ
れ

て
い

る

（

各
版

『

魚
山
』

『

聴

書
』

　

　

　
　
ハ
臼｝

『

大
典
』

『

大
全
』

『

類
聚
』

）

。

『

二

箇
法
則
』

に

は

「

那
」

に

呂
律
の

指
定
が
な
い

が
、

羯
磨
の

「

磨
」

に

「

已
下

又
律
」

と

指
定

さ
れ
て

い

る

こ

と
か

ら
、

単
に

抜
け

落
ち
た

も
の

だ
と

思
わ

れ

る
。

な

お

『

法
要
次

第
』

に

は

そ
も
そ
も

呂
律
の

指
定
が
な
い

。

　
（

こ

智
山

・

豊
山
の

場
合

　
前
項
で

も

述
べ

た

が
、

智
由
や

豊
山
の

唱

法
で

は
、

「

麼
」

以

前
の

商
と

そ

れ
以

降
の

徴
が

同
音
で

あ
る

。

あ
る

意
味
移
調
し

て

い

る

と

も
い

え
る

が
、

声
明
理

論
の

反

音
と
は

別
の

も
の

で

あ
る

。

　
仮
に

初
め
一

越

調
の

呂
の

商
で

、

つ

ま
り

平
調
で

出

音
し
た

と

す
る

と
、

「

麼
」

以

降
は

徴
が

平
調
で

あ
る

調

子
、

す
な
わ

ち

黄
鐘
調
の

律
で

唱

え
て

い

る
こ

と
に

な
る

。

こ

れ
は

『

魚
山
』

に

説
く
と

こ

ろ

の
、

四

種
反
音
の

い

ず
れ
に

も
な

ら
な
い

。

ま

た

譜
本
上

で

は

「

那
」

で

呂
に

戻
る
こ

と

に

な
っ

て
い

る
が

、

実
際
の

唱
法
で

は

元
の

調
子
に

戻
る

こ

と
は

な
い

。

し

た
が
っ

て

智
由
・

豊

山
に

お

け
る
「

麼
」

以
降
の

移

調
は

本
来
の

姿
で

は

な
い

。

単
に

、

反
音
を

意
識
せ

ず
に

唱

え
ら
れ

る
、

よ
り

唱

え
や

す
い

形
に

変
化
し
、

そ
れ

が

残
っ

た

も
の

と

考
え
ら
れ
る

。

　

考
え

方
と

し
て

は
、

前
半
の

商
の

博
士
を
徴
に

上
げ
て

（

完
全
四

度
上）

唱
え
て
い

る

と

考
え
る

と

理
解
し

や

す
い

。
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（

二
）

南

山
の

場
合

　

岩
原

諦
信
師

著
『

南
山
進
流
　
聲
明
の

研
究
』

（

一

九

三
二

年
版
）

巻
末
に

収
録
さ

れ
て

い

る

五

線
譜

、

及
び
、

岩

原
師
に

師

事
し
た

吉
田

寛
如

師
（

一

九
一

二

ー
）

著
『

南

山
進

流

　
詳
解
魚
山

螢

芥
集

　
洋

音
譜

篇
』

に

収
録

さ
れ

て

い

る

五

線
譜
等
を

み

る

に
、

南
山
進

流
で

も

智
山
・

豊
山
と

同
様
に

、

「

麼
」

以

前
の

商
と

、

そ
れ

以

降
の

徴
を

同

音
に

唱
え
て

い

る

よ

う
で

あ
る

（

下

図
南
山

B
参
照
）

。

実
際
に

各
種
の

演
唱

を

聴
い

て

も

そ
の

よ

う
に

唱
え
て

い

る
こ

と

が

多
い

。

　

し
か

し
、

も

う
一

つ

別
の

伝
が

あ
る

よ

う
で

、

そ
れ

が

岩
原
諦
信
著
作
全

集
皿

『

南
山

進
流

声
明
五

線
譜
』

（
一

七

頁
）

に

収

録
さ

れ
て
い

る
。

ま
た

、

岩
原

師
の

録
音
さ
れ

た

も
の

も
、

こ

の

五

線
譜
に
一

致
す
る

。

す
な
わ

ち
、

「

麼
」

か
ら

音
高
を
上

げ

て

唱
え
て
い

る
。

具
体
的
に

は
、

「

麼
」

以

前
の

商
よ

り
も

、

そ
れ

以

降
の

徴
の

音
が
一

音
（
二

律
）

亠
ロ

同

い

（

下

図
南
山
A
参
照
）

。

し

か
も
、

そ
の

後
「

那
」

の

商
に

て
、

元
の

高
さ

に

戻
っ

て

い

る
。

　

今
回
採
譜
し

た

6
名
の

内
、

3
名
が

そ
の

よ

う
に

唱
え
て

い

る
。

た

だ
し

そ
の

う
ち
1
名
は

音
高
の

上

げ

幅
が

小
さ
い

が
、

い

ず
れ
も
確
か
に

反

音
を

意
識
し
た

唱
え
方
で

あ
る

。

　

さ
て

、

実
際
こ

の

移
調
が

声
明
理

論
に

即
し
て
い

る

の

だ

ろ

う
か

。

仮
に
一

越

調
の

商
で

、

つ

ま
り
平
調
で

出
音
し
た

と

す
る

と
、

「

麼
」

以

降
の

徴
は

平
調
よ

り
二

律
高
い

音
、

す
な

わ

ち

下

無
と

な
る

。

す
る

と
、

下

無
が

徴
と

な
る

調
子

、

つ

ま

り
盤
渉
調
の

律
で

唱
え
て
い

る
こ

と

に

な
る

。

こ

れ

は

声
明
の

理
論
通
り
で

、

四

種
反

音
の

中
の

「

曲
中
反
」

で

あ
る

。

　

ま
た

、

反

音
す
る
「

麼
」

の

前
の

文
字
「

達
」

に

は

打
付
が
あ
る

。

打
付
は

た

と

え
ば

、

商
−
宮
と

音
を

下

げ
る

唱
法
で

、

「

羯
」

に

も
見
ら

れ
る

。

「

麼
」

で

反

　

　

　
　
コ

以

下

律

達
・

．

麼

南 山 A （反音）

爆 ll
丶譌 　

v

　 南山 B
　 ど ち らか
一

。fイ
切 　 切

ノ

匚 t ］

kg
　 角

〆 識
南山反音図

D
！
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音
す
る

場
合
は

、

必
ず
一

律
下
の

変
商
に

下

げ
て
い

る
。

実
は

こ

の

反
音
の

場
合

、

「

麼
」

の

音
は

変
徴
に

な
る

。

変
商
と

変
徴

は

完
全

四

度
と
い

う
関

係
で

あ
る
こ

と

か

ら
、

こ

の

「

打
付
」

は

次
に

反

音
す
る

た
め

の

準
備
の

た
め

に
つ

け
ら

れ
た

も
の

で

は

な
い

か

と

推
測
で

き
る

。

　

し

か
し
、

残
念
な
が
ら

こ

れ
ら
の

演
唱
が

本
来
的
な

反

音
で

あ
る

と

認
め
る

こ

と
は

で

き

な
い

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
− o）

　

新
井

弘
順

師
は

、

論
文
「

真
言

声
明
に

お

け
る

反
音
曲
の

記

譜
法
に
つ

い

て
」

や

「

豊
山
声
明
の

「

四

智
梵
語
讃
」

と

「

不

（
11＞

動

讃
」

」

な
ど
で

反

音
の

問
題
に
つ

い

て

扱
っ

て

い

る
。

こ

こ

に

後
者
の

論
文
か

ら
引

用
す
る

。

　

　

筋
単
に
い

う
と

、

南
由
進
流
の

「

四

智

梵
語
」

等
の

反
音
曲
は

、

呂
の

部
分
が

羽

調
反

音
に

よ

む
律
に

移
し

か
え

ら
れ

、

　

　

繭
全

体
が

律
曲
化
し

て

記

譜
さ

れ
て
い

る
。

そ
れ
ゆ

え
呂
の

宮
が

律
の

商
と

な

り
、

元
の

呂
の

ユ

リ
が

そ
の

ま
ま

律
の

商

　

　

に

残
さ

れ
て
い

る
。

　
つ

ま

り
、

現
在
の

真
言

声
明
で

使
用
さ
れ

て
い

る

本
博
士
は

、

呂
律
の

問

題
を

意
識
せ

ず
に

そ
の

ま

ま
唱
え
ら

れ
る

よ

う
に

書
き

換
え

ら
れ

た

も
の

だ

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

つ

ま

り
、

本
博
士
が

示

す
高
さ

そ
の

ま

ま
を

唱
え
る

こ

と
が

、

本
来
的
な

唱

え

方
に

な
る

と
い

う
こ

と
に

な
る

。

と

な

る

と
、

岩
原
師
を

始
め
と

す
る

南
山

諸

師
の

呂
律
を

意
識
し
た

唱

え
方
は

、

反
音
さ

れ

て

い

る

譜
面
を

見
な

が
ら

、

さ
ら

に
も
う
一

度
反

音
し
て
い

る

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て

し
ま

う
。

　

従
っ

て

こ

れ
が

「

四

智
梵
語
」

本
来
の

姿
の

ま
ま
の

反

音
で

あ
る

と

は

言
い

き

れ
な
い

。

　

ま

た
、

岩
原

師
の

反
音
を
嘱
え

る
の

は

非
常
に

難
し
い

。

そ
れ

に

と

て

も
不
自
然
な

転
調
に

感
じ
る

。

現
に

実
際
に

聴
い

た

師
の

半
分
は

こ

れ
を

行
っ

て

い

な
い

。

そ
の

他
、

大
勢
で

唱
え
て

い

る

南
山
進
流
の

い

く
つ

か
の

CD

を
聴
い

て

も
、

こ

の

反

音
を

行
っ

て

い

な
い

。

こ

の

伝
は

あ
ま

り
主
流
と
は

言
え
な
い

の

で

あ
ろ

う
。

し
か

し
、

逆
に

考
え
れ

ば
、

こ

の

伝
が

複
数
の

師
に

よ
っ

て
、

音
源

資
料
と

し
て

残
さ
れ

て

い

る

の

は
、

大

変
貴
重
な
こ

と

だ
と

思
う

。
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七
、

瑜
伽
師
の

唱
え
る

「

庵
」

に
つ

い

て

　
瑜
伽

教
如
師
の

「

庵
」

の

唱

法
は

、

他
に

比
べ

て

明
ら
か

に

異
な
る

。

こ

れ

は

な
ぜ

で

あ
ろ

う
か

。

　
瑜
伽
師
の

演
唱
は

音
源
の

ノ

イ
ズ

が

多
く
と
て

も
聞
き
と

り
づ

ら
い

が
、

お
お
よ

そ
次
の

通
り
で

る

（

上

図
左

参
照
）

。

　
（

一
）

宮
か
ら

な
め
ら

か
に

商
ま
で

あ
げ、

「

ム
」

の

仮
名
に

合
う

。

そ
の

後
し
ば

し

声
が

ノ

イ
ズ

に

隠
れ

、

判
別
不
能

。

　
（

二
）

商
−
嬰
商
−
商
と

、

な
め

ら
か

に

唱
え
る

。

　
こ

の

唱

法
に
つ

い

て
、

瑜
伽

師
は

、

　
　

＝
云

フ

猶
ホ

初
メ
ニ

宮
ヲ

足
シ

テ

宮
商

角
商
ト
四

折
リ
ニ

ス

ル

傳
ア

リ

（

中
略
）

扨
テ

此
四

博
士
ノ

傳
ハ

（

中
略
）

謂

ク

　
　

少
シ

ロ

ヲ

ス

ボ
メ

テ

喉
ヨ

リ
ム

ツ

ク

リ
ト

發
音
ス

ル

義
ナ

リ
、

此

時
ハ

宮
商
ノ

處
ヲ

カ

ド
ナ

ク

シ

テ

ム

ノ

假

名
ハ

商
ノ

處

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
゜
　°
　曇

゜
　
　

　

　

　

　
　
　
　

（
12）

　
　
二

自
然
二

合
フ

テ

次
二

角
ノ

初
メ
ニ

一

當
ツ

テ

次
ノ

角
商
ヲ

カ

ド

ナ
シ

ニ

ム

ツ

ク

リ

ト

ソ

ツ

テ

流
ス
ヘ

シ
、

と

述
べ

て

い

る
。

「

角
ノ

初
メ
一

二

當
ツ

テ
」

の

部

分
が

聞
き
取
れ

な
い

し
、

実
際
の

演
唱
で

は

角
ま
で

は

上
が
っ

て

い

な
い

が
、

　
　

　

　
　

　

　

ほ

ぼ

こ

の

記

述
通
り
で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

瑜

伽
師
は

録
音
の

際
に

は
、

宮
商
角
商
の

四

博
士

（

上

図
右
参

。

ノ　　♪
／ 忽

照
）

を

用
い

た

わ

け
で

あ
る

。

　
こ

の

四

博
士

は
、

『

魚
山
』

諸

版
に

「

根
二

宮
ノ

聲
ヲ

モ

ツ

是

庭
上

ノ

用
心
也
」

と

あ
る

通

り
、

庭

儀
の

時
の

庭
讃
と

し
て

唱
え
る
た
め

の

も
の

で

あ
っ

た

が
、

智

山
で

出
さ
れ

た

正
徳

元

年
版
（

一

七

＝
）

に

至

っ

て
、

「

英
長
ノ

義
也

。

不
爾

。

宣
師
云

庭
上
ノ

讃
ノ

時
モ

ヤ
ハ

リ

常
ノ

博
士
ニ

テ
一

位
高
ク

出
分
也

ト
」

と

庭
儀
に

於
い

て

用
い

る

こ

と
は

な
い

こ

と

が

記
述
さ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

こ

れ
に
つ

い

て

瑜
伽
師
は

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

07

　
　

野
山
二

之
ヲ

註
ノ

如
ク

庭
上
ノ

用

心
ト

云
々

、

新
義
ニ

ハ

常
途
ト

庭
上

ト

博
士
二

於
テ

異
リ
ハ

ナ

シ
、

　
3
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　〔
13）

　

　
ロ
バ

音
声
ノ

高
下
ア

ル

ノ

ミ

ト

伝
フ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

08

と

肯
定
し

な
が

ら
も

、

そ

れ

で

も
四

博
士

の

伝
が

あ
る
こ

と

を

明
ら
か

に

し

て

い

る
。

現
在
曲

豆

山
に

お

い

て

こ

の

四

博
士
の

伝

　
3

を

聞

く
こ

と

が
な
い

の

は

誠
に

残
念
な
こ

と
で

あ
る

。

　

な
お

南
山

進
流

に
は
こ

の

四

博
士
の

伝
も
現
存
し
て

お

り
、

今
な

お

庭
讃
と

し
て

使
用
さ

れ
て
い

る
。

そ
の

唱

法
は

、

瑜
伽

師
の

も
の

と

は

全

く
異
な
る

。

驚
く
ば

か
り
の

迫
力
で

唱
え
た

か
と

思

う
と

、

「

ス

カ

シ
」

と

呼
ば
れ

る

裏
声
を

使
っ

た

技

法
も

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
14）

用
い

ら

れ
、

聞
く

者
を
圧

倒
さ
せ

る
。

興
味
の

あ
る

方
は
一

聴
さ
れ
る
こ

と

を
お

薦
め

す
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

八
、

お
わ

り
に

　

以
上

、

南
山

、

智
山

、

豊

山
の

「

四

智

梵
語
」

を

比
較
し
て

み

た
。

特
徴
的
な
こ

と

は

記
し

た

つ

も
り
で

あ
る

。

　

ま

ず
、

智
山
と

豊

山
は

細
か

な

装
飾
音
の

違
い

だ

け
で

あ
り

、

全
体
的
な

音
の

構
成
や

流
れ

は

同
じ
で

あ
る

。

聴
い

た

印
象

も
あ

ま
り

変
わ

ら
な
い

だ

ろ

う
。

「

四

智
梵
語
」

に

関
す
る

限

り
、

大
き
な

視
野
に

立
て

ば

同
じ

も
の

と

い

っ

て

も
よ
い

。

　

そ
し
て

そ
の

旋
律
は

、

ゆ
っ

た

り
と
し

て

華
や
か

で

あ
る

。

長
い

伝
承
の

中
で

旋
律
が

博
士

に
一

致
し
な
い

部
分

、

あ
る

い

は

伝
承
を

失
っ

た

部
分
も
見
ら
れ

る

が
、

呂
律
の

問
題
を

除
け
ば

、

基

本
的
な

旋
律
は

そ

れ

ほ

ど

変
化
し

て

い

な
い

と
い

え
る

。

　

そ
れ

に

対
し
て

、

南
山
進

流
は

力
強

く
、

直
線
的
で

猛
々

し

さ
を

感
じ
る

。

伝
承
の

中
で

失
っ

て

し

ま
っ

た

旋
律
が

多
い

の

が

残
念
で

あ
る

が
、

今
日
ま

で

伝
承
さ
れ

て

い

る

曲
数
の

多
さ
は

目
を

見
張
る

。

　

ま
た

、

一

見
ま
っ

た

く
別
だ

と

思
わ

れ

た

新
義
と

古
義
の

旋
律
と

が
、

実
は

、

骨
格
と

し

て

は

よ

く
似
て

い

る
と

言
え
る

。

こ

れ

は

確
か
に

各
流
の

声
明
が

師
資
相
承
に

よ
っ

て

繋
が
っ

て

い

る

と
い

う

証
で

あ
る

。

　

今
後
は

「

四

智
梵
語
」

だ

け
で

な

く
、

他
の

曲
に
つ

い

て

も
比
較
検
討
を

重
ね

、

よ

り
多
く
の

共
通
点

、

あ
る
い

は

相
違

点
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を

見
つ

け
、

さ
ら
に

も
っ

と

広
い

見
地
か

ら

考

察
し

て
い

き
た
い

。

　

な

お
、

私
は

智
山
と

南
山
進

流
の

声
明
に
つ

い

て

は
、

実
際
に

習
っ

た

訳
で

は

な
い

。

際
に

生
の

声
明
を

学
び

た
い

も
の

で

あ
る

。

A 　　 　A 　A 　n 　A 　A 　A 　A 　　

141312111098765
） 　） 　） 　） 　） 　） 　） 　） 　） 　）

T
’
5
’
7 丁 員王

） 　 ） 　 @V@

）

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　

　
　

で

き
れ

ば
そ

れ
ぞ
れ

師

に

つ

て
実

豊

山

派
の
『
二
箇
法

要
法

則
』

は
純
粋

な
声
明
の

教

則

本
と
は

い
え

な
い
が
、

事

実
上
こ
れ
を

教
則

本
と

し
て

使
っ

い
る

。

岩
原

諦
信
師
著

『
増
補
校

訂
　
声

明

の

研
究

二

二
九
頁

『

続

豊
山

全
書

』

一

、

三
一

三
頁

『
増

補
校
訂

　声
明

の

研
究
』

二

一
二

一

頁
に

は

、

呂
の

モ

ド
リ
に

は
音

の

強
弱

を
つ

け
る
と

あ
る

が

、
実

際

に

の

よ

う
に
は

聞

ｱ
え

な

か
っ
た
。

元

は

『
新

義

声
明

大
典

』

で
あ

っ
た
が
、
後

に

『
智

山

明

大
典
』
と
改
名
。

『
増

補

校

訂
　

明
の
研
究
』
三

〇
八
頁

潮

弘
憲

師
著

『

趣

三
昧
の
解
説

』

六

二
頁

『
声

明
聴
書
』一

八

八
七
年

津
守
快
栄

師
講
演
、
一

〇

一
年

早
川
快
亮
師

校

合
了

『
豊
山

声
明
大

全
』

九

二
一
二
年
　
近
藤

良
空

師
著

『

東

音

楽
研
究

』
四
八
号
一
九

八
三

年

『

豊
山

教

学
大

会

紀

』
第

一
七
号
　

一

九
八

九
年
二

七
頁

伽
教

如
師

著

「

魚

精
義

』

三
二
丁
右

同

じ
く
三
二
丁
右

CD

『
高

野
山
の
声

明
〜

大
曼
茶

羅
供
〜
』
演
唱一

野山声

の 会（
導
師一 稲 葉 義 猛 猊 下 ） 309N 工工一
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今
回

採
譜
し
た

各
師
の

音
源
は
以

下
の

通
り
。

　
南
山
進
流

　
　
鈴
木
智
辨

師
『

鈴
木
智
辨

声
明
大
全
』

CD12

枚

　
鈴
木
智
辨
／
加

藤
宥
雄
声
明
大
全
CD

版

刊
行
会

　
　
岩
原
諦
信

師
　
岩
原

諦
信
著
作
集
別
巻
カ

セ

ッ

ト

『

南
山

進
流
声
明

集
成
』

10
巻
　
東
方
出
版

発
行

　
　
児
玉

雪
玄

師
　
児
玉

雪
玄
大
僧
正

相
伝
『

南
山
進
流

聲
明
類
聚
』

CD20

枚

　
　
玉

島
宥
雅

師
『

南
山
進

流

聲
明
要
集
』

CD30

枚

　
大
阪
南
山
進
流

聲
明
研
修
会
発
行

　
　
加
藤
宥
雄

師
『

加
藤
宥
雄
声
明
大
全
』

CD14

枚

　
鈴
木
智
辨
／
加

藤
宥
雄
声
明
大
全
CD

版

刊
行
会

　
　
稲
葉
義
猛

師
『

南
山
進

流

声
明
集
成
』

CD12

枚

　
高
野
山

真
言
宗

青
年
教
師
会
発
行

智
山

　
　
瑜
伽

教
如
師
『

瑜
伽
教

如
聲
明

遺
音
集
』

CD2

枚
　
う
し
お

書
店

発
行

　
　
青
柳
照
運
師
『

智
山

聲
明
』

CD3

枚
　
智
積
院
発
行

　
　
布
施

浄
戒
師
『

布
施
浄

戒
聲
明

遺
音
集
』

CD6

枚
　
智
積
院

発
行

　
　
孤

島
了
章
師
「

孤

島
了

章
声
明
遺

音
』

CD6

枚

豊

山

　
　
青
木
融

光
師
『

新
義
真
言
声
明
集
成
』

CD16

枚
　
真
言
宗
豊
山

派
仏

教
青
年
会
発
行

　
　
中

　
義

乗
師
『

聲
明
業
の

生

涯
』

CD4

枚
　
申
義
乗
声
明
集
刊
行
会
編
集
発

行

　
　
高
橋
宥

順
師
『

眞
言
聲
明

　
大
傳
法
院
流

傳
法
灌
頂
』

CD6

枚

　
　
権
田
快

寿
師
『

権
田

快
寿
聲
明
集
』

CD1

枚
　
真
言
宗
豊
山
派

越
後
仏
教
青

年
会
発

行

　
　
阿
部
快

元
師
『

豊
山
二

箇
法
要
　
附
諸
讃
集
』

CD4

枚
　
真
言

宗
豊
山
派
江

戸
川
仏

教
青
年
会
制
作

　
　
石
井
聖
已
師
『

石
井

聖
巳

聲
明

集
』

CD5

枚
　
不
二

会
制
作
・

発
行

310
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